
阪
神
淡
路
大
震
災
は
死
者
六
、

約
十
分
後
に
は
、

こ
の
本
は
、

学
生
の
高
学
年
か
ら
中
学
生
向
け
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
「
阪
神
淡
路
大
震
災

・
看
護
婦
の
活
動
と
体
験
の
記
録
」

平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
六
分
、
阪
神
淡
路
地
方
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
砂
の
地
震
が
お
そ
っ
た
直
後
か
ら
ガ
ス
、

水
道
、

地
震
で
、

記
録
集
「
阪
神
淡
路
大
震
災
・
看
護
婦
の
活
動
と
体
験
の
記
録
」

電
気
が
回
復
す
る
ま
で
の

、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
看
護
婦
達
の
活
動
や
体
験
を
つ
づ
っ
た
本
で
す
。

地
震
が
お
こ
っ
た
時
、
病
院
に
は
、

六
八

三
人
の
患
者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
ま
し
た
。

は
寝
む
る
間
も
お
し
ん
で
、

し
て
、

万
七
千
戸
、

け
が
を
し
た
人
々
が
た
く
さ
ん
大
学
病
院
の
救
急
外
来
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
看
護
婦
達

医
師
や
薬
剤
師
、

入
院
中
の
患
者
さ
ん
や
救
急
外
来
に
運
ば
れ
た
被
災
者
の
看
護
を
行
い
ま
し
た
。

神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
看
護
部
で
は
、

看
護
婦
と
し
て

、
体
験
し
た
こ
と
、

三
九
四
人

放
射
線
技
師
、

か
ら
内
容
の
一
部
を
抜
き
出
し
て
、

検
査
技
師
、
事
務
員
、
栄
養
士
、

今
回
の
震
災
で
の
被
災
者
と

し
て
、

感
じ
た
こ
と
を
、

「
阪
神
淡
路
大
震
災
・
看
護
婦
の
活
動
と
体
験
の
記
録
」

ま
た
、

あ
る
い
は
被
災
者
の
看
護
を
し
た

ま
と
め
て
記
録
集
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、

と
い
う
一
冊
の
本
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
な
ど
、
高
速
道
路
や
一
般
道
路
、

吋
叫
吋
叫
叶
叶

そ
の
本
に
は
、

震
災

平
成
八
年
十
月
に 小

は
ヽ

地
震
が
お
こ
っ
て
か
ら

調
理
師
の
人
々
と
協
力

時
、
病
院
の
中
で
の
看
護
婦
の
仕
事
の
内
容
と
二
八
五
人
の
看
護
婦
の
個
人
的
な
体
験
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

（
平
成
八
年
十
二
月
二
十
六
日
現
在
の
数
字
）
家
屋
の
倒
壊
・
消
失

二
十
四

線
路
な
ど
が
づ
た
づ
た
に
こ
わ
さ
れ
る
と
い
う
大
き
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神
戸
大
学
病
院
は
、

で
す
。

や
そ
の
他
薬
剤
師
、

て
い
ま
す
。

入
院
で
き
る
べ

で
す
。

医
学
の
研
究
や
医
師
・
看
護
婦

・
保
健
婦
・
助

産

婦

・
臨

床

検

査

技

師

・

理

学

療

法

士

・

作

業

療

法

士

な

ど

の

医

療

市
、

西
宮
市
、

神
戸
市
の
ほ
ぼ
中
央
の
、

な
被
害
を
残
し
ま
し
た
。

被
災
地
で
あ
る
神
戸
市
、

一
日
平
均
一
五

0
0
人

の

患

者

事
務
員
な
ど
で
、

働
い
て
い
る
戦
員
の
数
は
、

さ
ん
が
診
察
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
設
備
や
職
員
が
整
っ

ッ
ト
と
、

神
戸
大
学
病
院
に
は
、

九
二

0
人

の

患

者

さ

ん

が

従

事

者

の

教

育

を

行

う

こ

と

を

目

的

に

た

て

ら

れ

た

病

院

神

戸
大
学
医
学
部
附

属
病
院
は

、
難
し
い
病
人

の
治
療
、

設
住
宅
は
計
四
万
八
千
戸
作
ら
れ
ま
し
た
。

宝

塚
市
、

宅

に
移
り
住
み
ま
し
た

。

淡
路
島
、

を
失
っ
た
約

三
十
万
人

の
人
々
は

、

約
一
、

比

較

的

―10
0
人

医
師
、

看

護

婦

大
阪
市
な
ど
に
、

が
困
難
な
生
活
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、

仮

芦
屋

避

難

所

か

ら

仮

設

住 家

多

く

の

人

々

う曇翼

闘 ・厨切闊I'讀を含り）．観のあった鴎
資状化した区填

｀ 鵡 ，ヽ 輯爵，闘鳴贖Iii
火災のJI生した場層

平成7年2月16日 神戸新聞（朝刊）
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一
以
上
を
失
っ
た
人
は
、

一
人
、

け
が
を
し
た
人
が
十
人
で
、

の
被

害

を
受
け
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

神

戸

大

学

病

院

で

働

い

て

い

る

眠

員

の

な

か

に

も

震

災

わ

れ

る

と

い

う

大

き

な

被

害

を
受
け
ま
し
た
。

ス
管
、

暖

房

機

な

ど

や

治

療

に

使

う

機

械

が

た

く

さ

ん

こ

き
な
ひ
び
が
入
り
、

せ
ん
で
し
た
。

柱
の

し
か
し
、

に
近
か
っ
た
の
で
す
が
、

家

や

家

財

の

三

分
の

三
七
九
人
で
し
た
。

亡

く

な

っ

た

人

が

一
部
が
こ
わ
れ
、

建

物

の

内

側

や

外

側

の

壁

に
大

建

物

が

倒

れ

る

こ

と

は

あ

り

ま

地

盤

の

安

定

し

た

と

こ

ろ

に

建

っ

水

道

管

や

ガ

て
い
ま
す
。

激

震

地

区

神戸大学医学部附属病院とその周辺




